
                        

  

○
…
増
田
寛
也
編
著
「
地
方
消
滅
」

ー
東
京
一
極
集
中
が
招
く
人
口
急
減
ー

中
公
新
書
。
二
〇
一
四
年
五
月
の
日
本

創
成
会
議
・
人
口
減
少
問
題
検
討
分
科

会
の
報
告
、
通
称
「
増
田
レ
ポ
ー
ト
」

は
、
二
〇
四
〇
年
ま
で
に
全
国
の
市
町

村
の
半
数
が
消
滅
す
る
可
能
性
が
あ
る

ー
と
し
て
大
き
な
波
紋
を
投
げ
か
け
た
。 

  

○
…
同
書
で
は
、
八
九
六
の
自
治
体

を
「
消
滅
可
能
都
市
」
と
し
て
お
り
、

二
〇
一
〇
年
か
ら
四
〇
年
ま
で
の
間
に

「20

才
～39

才
の
女
性
人
口
」
が
五

割
以
下
に
減
少
す
る
自
治
体
を
「
消
滅

可
能
都
市
」
と
呼
ん
で
い
る
。
巻
末
デ

ー
タ
ー
を
見
る
と
、網
走
市
５
１
・
２
％
、

北
見
市
５
６
・
２
％
、
美
幌
町
６
０
・

０
％
、
津
別
町
７
６
・
３
％
な
ど
と
な

っ
て
お
り
、
立
派
？
に
消
滅
可
能
都
市

に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。 

  

○
…
更
に
、
人
口
流
出
を
食
い
止
め

る
（
も
し
く
は
人
口
を
呼
び
戻
す
）
と

い
う
「
ダ
ム
機
能
」
を
四
類
型
に
分
類

し
、
北
見
地
域
圏
で
は
タ
イ
プ
２
‥
周

辺
地
域
か
ら
拠
点
都
市
へ
の
流
出
が
あ

る
が
、
拠
点
都
市
か
ら
他
地
域
へ
の
流

出
が
よ
り
多
く
、
拠
点
都
市
が
「
流
出

超
過
」
と
な
っ
て
い
る
地
域
ー
に
分
類

さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
拠
点
都
市
・

北
見
市
が
周
辺
町
村
の
離
農
者
の
転
入

を
受
け
入
れ
て
き
た
が
、
近
年
、
街
の

賑
わ
い
が
少
し
ず
つ
消
え
、
大
都
市
へ

の
交
通
ア
ク
セ
ス
改
善
、
周
辺
人
口
の

減
少
で
北
見
市
に
人
口
供
給
で
き
な
い

こ
と
か
ら
、
事
態
の
推
移
に
よ
っ
て
は

一
方
的
に
人
口
流
出
が
続
く
タ
イ
プ
１

に
移
行
す
る
可
能
性
も
高
い
ー
と
さ
れ

て
い
る
。 

  

○
…
同
書
は
「
人
口
急
減
社
会
へ
の

警
鐘
」
と
し
て
、「
選
択
と
集
中
」
を
ベ

ー
ス
に
国
家
戦
略
の
必
要
性
を
説
き
、

少
子
化
対
策
を
提
唱
し
て
い
る
が
、
私

に
は
漠
然
と
し
た
不
安
感
し
か
残
ら
ず
、

モ
ヤ
モ
ヤ
し
た
気
持
ち
に
さ
せ
ら
れ
た
。 

  

○
…
一
方
、
注
目
し
た
の
が
山
下
祐

介
著
「
地
方
消
滅
の
罠
」
ー
「
増
田
レ

ポ
ー
ト
」
と
人
口
減
少
社
会
の
正
体
ー

ち
く
ま
新
書
だ
。「
選
択
と
集
中
」が
「
地

方
切
り
捨
て
」
「
農
家
切
り
捨
て
」
「
弱

者
切
り
捨
て
」
に
帰
結
す
る
ー
と
指
摘

し
て
い
る
。
中
央
・
首
都
圏
発
の
「
増

田
レ
ポ
ー
ト
」
に
対
し
、
地
方
の
現
場

で
諸
課
題
に
取
り
組
ん
で
き
た
山
下
氏

の
目
線
で
「
地
方
消
滅
」
を
考
察
し
て

い
る
。 

  

◯
…
転
換
期
と
叫
ば
れ
て
い
る
が
、

何
を
ど
う
転
換
さ
せ
る
の
か
。
山
下
氏

は
「
明
治
維
新
以
来
つ
き
進
め
て
き
た

こ
の
国
の
〝
近
代
化
〟
路
線
の
軌
道
修

正
」
と
し
、「
富
国
強
兵
」
の
う
ち
「
強

兵
」
は
前
の
敗
戦
で
解
消
し
、
今
度
は

「
富
国
」
路
線
を
解
除
す
る
こ
と
だ
ー

と
し
て
い
る
。 

  

◯
…
私
は
こ
れ
を
「
経
済
至
上
主
義

か
ら
の
脱
却
」
だ
と
見
て
い
る
。「
団
塊

の
世
代
」
の
一
員
と
し
て
今
日
を
迎
え
、

現
在
の
国
の
状
況
を
見
る
と
、「
自
分
達

は
本
当
に
い
い
国
を
作
っ
て
き
た
の

か
」
ー
と
自
省
す
る
。
我
が
故
郷
・
美

幌
を
、
北
海
道
を
、
日
本
を
少
し
で
も

よ
く
し
た
い
。
そ
う
思
っ
て
き
た
し
、

「
団
塊
の
世
代
」
に
限
ら
ず
多
く
の

人
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
故
郷
を
想
い
、
地

域
を
想
い
、
国
を
想
っ
て
き
た
は
ず
な

の
に
ー
現
在
の
こ
の
国
は
本
当
に
い
い

国
に
な
っ
た
の
か
ー
。 

  

◯
…
日
本
だ
け
良
く
な
れ
ば
い
い

と
は
思
わ
な
い
が
、
日
本
は
ど
ん
な
国

を
目
指
す
の
か
。
人
口
減
少
社
会
の
中

で
、
一
人
一
人
が
心
の
安
定
、
豊
か
さ

を
感
じ
ら
れ
る
ー
そ
ん
な
国
づ
く
り
を

考
え
て
い
き
た
い
。 
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